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はじめに                      表 1 入 院時検査成績.

大腸腺腫症は,大 腸に多数の腺腫がびまん性に発生      .年 i Hb拘蚊̀湾り,Ht受21k】RBC Ⅲはrかm).

し, しかもそれが高率に悪性化する疾患群と考えられ      aた とt学

ている。本疾患は,か つて大腸のみの限局性疾患とし
        群 憑 掛階ょ盟1熱泌

d鯨
曜粉 `,て扱われていたが,近 年では大腸以外の臓器にも腫瘍        cre。 百市n。0,mttt

性病変の併存する症例がみられるようになり,大 腸腺        リ ルピメロ,アセトなく―いを■Ittl)ヽ
便 :  な ユ反応(中)

腫症の定義,考え方も少しずつ変わってきた11最近わ      B.マ ーカ‐

れわれは十二指腸乳頭部癌の診断のさい, 胃底腺ポリ        獄  0,i昭常権縦!は引
ポージスが発見され,同 時に施行した下部消化管精査

で大腸腺腫症が確認された48歳女性の 1例を経験した  4kg/1カ 月).全身皮膚の黄染が著明で,顔面左頼部に
ので,若 干の文献的考察を加えて報告する。       色 素性母斑を認めた。体表リンパ節を触知せず,腹 部

症  例              は 平坦軟で圧痛なく,肝 牌を触知せず,腫 瘤,腹 水も
患者 :48歳,女 性. 認めなかった。
主訴 :黄痘. 入院時検査成績 i高ビリルビン血症,肝 胆道系酵素
既往歴 :特記すべきことはない。          の 明らかな異常高値,carbohydrate antigen 19_9の上
家族歴 :特記すべきことはない, 昇および尿ビリルビンの強陽性を認めた (表1).
現病歴 :昭和60年4月 ごろより心寓部痛および全身   経 皮経肝胆道造影所見 !総胆管末端部の閉塞および
俗怠感を認めたが放置していた。同年 8月上旬,眼 球   総 胆管の著明な拡張があり,わ ずかではあるが,造 影
強膜の黄染に気付いて近医を受診し,閉 塞性黄疸の疑   剤 の十二指腸への流出を認めた (図1).
いで当科へ紹介され入院となった。           腹 部超音波およびcomputed tomography所見 :総
入院時現象 :身長157.5cm,体重51.5kg(体重減少  胆 管および膵管の著明な拡張を認めたが,膵 腫瘍およ

<1987年12月9日受理>別 刷請求先 1鈴木  昇      び 総胆管結石像は認められなかった。
〒181 三鷹市新川6-20-2 杏 林大学医学部第2     上 部消化管造影所見 :十二指腸下行部内側に長径約
外科 5.Ocmに 及ぶ陰影欠損,ま た胃底部から胃体上部大弯
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図 1 経 皮経肝胆道造影像 :総胆管末端部の閉塞 (矢

E口),総胆管の拡張およびわずかな造影剤の十二指腸

への流出を認める。

図 2 胃 十二指腸造影像 t十二指腸下行部内側に,約

5.Ocmに 及が陰影欠損および胃体上部大弯側の小

豆大ポリープ様陰影欠損 (黒,自 矢印)を 認める。

側にかけて米粒大から小豆大のポリープ様陰影欠損を

多数認めた (図2).

上部消化管内視鏡所見 :十二指腸乳頭部を中心に約

半周に及が潰瘍形成を伴 う隆起性病変が存在し,生 検

組織診断では十二指腸の高分化型腺癌であった。また,

胃底部から体上部大弯側に自色調を呈し浮腫状の小豆

大の山田II型様ポリープを多数認めた。生検組織診断

にて嚢胞形成を伴った過形成ポ リープであった (図

3 ) .

注腸造影所見 :全大腸にわたり散在性に大豆大のポ

リープ様陰影欠損を多数認めたが,癌 を示唆する所見
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図 3 胃 生検組織像 1嚢胞形成を伴う過形成胃粘膜を

認める.

図4 注 腸造影像 :全大腸に散在する多数のポリ
ープ

様陰影欠損 (矢印)を 認める.

は認めなかった (図4).

大腸内視鏡所見 !表面平滑な米粒大から大豆大の山

田II型および山田III型ポリープが全大腸に多数存在し

ており,一 部内視鏡的にポリ
ープを切除した。組織診

断では軽度果型性を伴 う腺管腺腫であり,悪 性所見は

認められなかった (図 5).

以上より十二指腸乳頭部癌および胃底腺ポリポージ

スと併存した大腸腺腫症と診断し,昭 和60年 9月 5日

左肝内胆管外痩術施行後,同 年10月 7日十二指腸乳頭

部癌に対する根治術を施行した。

手術所見 i上腹部正中切開にて開腹すると,十 二指

腸乳頭部に鶏卵大の癌腫を触知するが,可動性を有し,

膵頭部および周囲への浸潤は認めなかった。また肝転

移,腹 膜播種,所 属 リンパ節への明らかな転移み認め

なかったので(D2,PanCO,NO,H。 ,PO),際 頭十二指

腸切除術を施行し,Child法 にて再建した。なお残胃,
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図 7 摘 出標本組織像 :高分化型腺癌を認める。

本症例も,大腸に100個以上と推定される多数の腺腫

が発見され,大 腸腺腫症と診断された。

この大腸腺腫症の上部消化管併存病変の報告は,

1950年Halstedらのが 1家系 7例 中 5例 の胃ポ リープ

を報告したのが最初である。そして本症患者に上部消

化管検査が必要であることを強調している.本邦では,

1974年宇都宮ら3)が6家系15例中10例 (67%)と 高率に

胃ポリープが発生することを指摘している。同様な結

果が牛尾。,飯 田らゆによっても報告され,上 部消化管

検査の重要性が確認された。

大腸腺腫症に併存する胃ポリープを分類すると, 2

つに大別できる.ひ とつは,米 粒大から大豆大の無茎

半球状で胃底腺領域を中心に多数発生する過形成ポ

リープである胃底腺ポリポージス,他 方は幽門腺領域

を中心に発生する腺腫とに分けられる3X汚ン),その頻度

は,前 者が併存胃病変の約40%,後 者が約60%に 認め

られるの。本症例には,胃 底腺ポリポージスが併存し,

腺腫は認められなかった。

併存悪性胃病変の報告は1962年Murphyら ゆが大腸

腺腫症に併存した胃癌症4/1を報告したのが最初とされ

ている。本邦においては,1968年山田らのが報告して以

来12例の胃癌併存例の報告がなされ, 4例 は多発胃癌

例であった。また,12例 中 6例 は胃癌とともに胃腺腫

をも併存していた。宇都宮ら1いの全国調査による大腸

腺腫症に胃癌が発生する頻度は,2.6%で あり,大腸癌

の併存に比べて少数であった。しかし渡辺のが述べて

いるように, 胃癌 と胃腺腫の高頻度の併存,腺 腫内癌

などを考えると,大 腸腺腫からの大腸癌への癌化ほど

明らかではないが,大 腸癌と同様に胃腺腫を母地とし

て発生する胃癌があるように思われた,他 方胃底腺ポ

リポージスと胃癌 との併存例の報告はなされていな

かった。本症例も胃底腺ポリポージスを併存していた

が,悪 性冒病変は認められなかった。

図 5 大 腸ポリペクトミー組織像 :軽度異型性を伴 う

腺管腺腫を認める。

図6 摘 出標本 i十二指腸乳頭部を中′いとする55×
2 7cmの腫瘤潰瘍型癌腫を認める.

大腸には癌を思わせる異常所見は認めなかった。

切除標本所見 :十二指腸乳頭部を中心に,55× 2.7

cmの 腫瘤漬瘍型癌腫があり,胃断端部大弯側には,米

粒大の山田II型様ポリープを多数認めた (図6).

病理組織学的所見 :主病変は十二指腸乳頭部を中心

として発生した高分化型腺癌で,十 二指腸壁への浸潤

は認めたが,解 頭部への浸潤は認めなかった (図7).

また,摘 出 リンパ節には,転 移を認めなかった (d2,

pancO,■。)。なお,癌 巣部と離れた十二指腸下行部粘

膜の 1部 に,微 小カルチノイドが認められた。胃断端

部の山田II型様ポリープは過形成ポリープであった。

術後経過 :術後経過良好にて,昭 和60年11月22日退

院となった,な お現在,外 来にて厳重に胃および大腸

ポリポージスに対して経過観察中である。

考  察

大腸腺腫症は,大 腸全域にびまん性に多数の腺腫が

発生する疾患であり,主 に家族性に発生する。また大

腸多発性腺腫と大揚腺腫症との区別は,容易ではなく,
一応100個をその指標とし,100個 以上を大腸腺腫症と

している。.
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一方上部消化管の中で大腸腺腫症に併存する十二指

腸病変は1970年代になって十二指腸内視鏡検査が施行

されるようになり,微 細病変をも発見されるように

なった。飯田ら
11)は大腸腺腫症13例中12例(92%)と高

頻度に十二指腸腺腫を認めている。併存する十二指腸

病変は,大 部分が腺腫であるが,本 症例のように,十

二指腸癌の併存病変を認める症pllはきゎめて少なかっ

ブこ.

大腸腺腫症に併存した十二指腸癌の報告は,1935年

Caborど分の十二指腸傍乳頭部癌の剖検例が最初であ

り,本邦では1978年飯田
lめの報告以来,1985年までに本

症例を含めて 6例 であった
1つ～1つ。

十二指腸癌発生部位は,字L頭部に 3例 ,球 部,下 行

部および下曲部にそれぞれ 1例認めた。年齢は19歳か

ら47歳で平均40歳であり比較的若かった。性比では男

性 3例 ,女 性 3例であるが,乳 頭部癌 3例では,本 症

例のみが女性であった。十二指腸癌と大腸腺腫症との

診断時期は 3711が大腸腺腫症の手術後に十二指腸癌が

診断され, 1例 は十二指腸癌の手術後に大腸腺腫症が

診断されていた。残 りの 1例は剖検時に初めて十二指

腸癌が発見されていた。本症例のごとく,大 腸腺腫症

と十二指腸癌が同時期に診断された症例は,本 症例が

初めてであった。また,胃 病変がさらに併存した症例

は 3211で, 2例 は幽門部に数10個の大豆大の腺腫を認

めているが,大 腸腺腫症に特徴的と言われている胃底

腺ポリポ
ージスを認めた症例は本症例のみであった。

以上本症allのごとく,十 二指腸乳頭部癌が先に診断

され,同 時に施行された下部消化管精査で大腸腺腫が

確認された症例は今までになく, さらに胃底腺ポ リ

ポージスが伴ったことはきわめてまれであると思われ

たので報告した。

下部消化管検査で大腸腺腫症と診断された場合に上

部消化管検査が重要であるといわれている。しかし,

逆の上部消化管検査で胃または十二指腸にポリポ
ージ

スを認めた場合も大腸ポリポ
ージスを疑い下部消化管

精査が必要と思われた。

ま と め

十二指腸乳頭部癌の診断のさい,胃 底腺ポリポ
ージ

スが発見され,同 時に施行した下部消化管精査で大腸

腺腫症が確認された48歳女性の 1例 を経験したので,

若子の文献的考察を加えて報告した。
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なお本論文の要旨は第28回日本消化器外科学会総会 (昭

和61年7月青森)に おいて発表した。

文  献

1)大 腸癌研究会編 i大腸癌取扱い規約。第 4版 .金原

出版,東 京,1985

2)Halsted JA,Harris EJ,Bartrett MK: Involveハ

ment of the stomach in fallilial polyposis of the

gastrointestinal tract,Report of a fanlily Cas‐
troentero10gy 15 i 763-770, 1950

3)宇 都官譲二,馬来忠道,岩間毅夫ほか :家族性大腸

ポリープ症の胃病変.日 消病会誌 71186-95,

1974

4)牛 尾恭輔,岡崎正敏.高杉敏彦ほか :いわゆる家族

性大腸ポリポージスの随伴性病変.胃
・骨・歯牙の

病変について。胃と腸 911137-1148,1974

5)飯 田三雄,八尾恒良,大串秀明ほか i家族性大腸腺

腫症の胃病変.そ の性状と経過を中心に.胃 と腸

12 1 1365--1374, 1977

6)大 里敬一,伊藤英明,池田靖洋ほか !家族性大腸ポ

リーブ症における上部消化管腫易性病変。日消病

会誌 72:141-148,1975

7)渡 辺英伸 1大揚腺腫症の合併病変.最 新医 36:

111--118, 1981

8)Murphy ES,Mireles MV,Beitan AO: Famil‐

ial polyposis of the colon and gastric car‐

cinoma. Concurrent cOnditions in a 16‐ years‐

Old.」AMA 179!1026-1028, 1962

9)山 田 粛 ,高橋 学 :家族性大腸ポリポ
ージス.癌

の臨 17:676-686,1971

10)宇 都官譲二,岩間毅夫,牛場広樹ほか :家族性消化

管ポツープ症.全国調査の集計を中心に.外科診療

141 1455--1468, 1972

11)飯 田三雄,八尾恒良,尾前照雄ほか :家族性大腸ポ

リポージ スの十 二 指 腸 病 変. 胃 と腸 1 2 :

95--103, 1977

12)Cabort RC: Case records of the WIatta‐

chusetts General Hospital Case N0 21061,N

Engi J Med 212:263-267,1935

13)飯 田三雄 i家族性大腸ポ リポ
ージスとGardner

症候群の大腸外腫易状病変に関する研究.福 岡医

誌 691169-200,1978
14)杉 原健一,武藤徹

一郎,沢田俊夫ほか :十二指腸癌

を合併した Cardner症候群の 1例.胃 と腸 17:

977--982, 1982

15)木 村 浩 ,中村卓次,中野眼
一ほか i家族性大腸腺

腫症の術後 7年 目に早期十二指腸癌ならびに十二

指 腸腺腫 が見 出 され た 1 例. 胃 と腸 1 7 !

983--987, 1982

16)飯 田三雄,八尾恒良,伊藤英明ほか :家族性大腸腺

腫症における胃・十二指腸病変の経過.胃 と腸

191621--638, 1984

17)吉 見富洋,小泉澄彦,石丸正寛ほか :十二指腸乳頭

部癌が診断された Gardner症候群の 1例.胃 と腸

191 1373--1378, 1984




